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　京都大学に素晴らしい定期刊行物が生まれま
す。『こころの未来』というたいへん魅力的な名を
持つ刊行物の創刊を、こころからお祝い申し上げ
ます。
　京都大学に「こころの未来研究センター」が設
立されたのは、2007年４月１日でした。その設
立記念のシンポジウムと祝賀会が時計台で開かれ
たのは2007年７月８日でした。そのシンポジウ
ムの開催にあたってのお祝いでも申し上げました
が、文系とか理系というような枠を取り払って、

この研究センターができたということに、まず大

きな特長があると私は思っています。
　こころのはたらきを見つめるとき、そこには広

い視野がなければなりません。こころのはたらき
を、からだ、きずな、生き方という視座から見つ
める教育を行い、研究活動を行う場であるという
大きな特長を持っている研究センターです。
　このセンターができたきっかけは、「京都文化
会議」で、５年間にわたってくり広げられた議論

の中にあったと思います。「京都文化会議」は、文
化庁、京都大学、財団法人稲盛財団、京都府、京都
市、京都商工会議所、国際日本文化研究センター、
財団法人関西文化学術研究都市推進機構、財団法

人大学コンソーシアム京都、京都新聞社、NHK

京都放送局などで構成する京都文化会議組織委員
会が主催して、京都で開催しました。これらの関
係者のご努力とご協力で、この研究センターは誕
生したと思います。もちろん、この研究センター
の発足にあたって、直接あるいは間接に、研究セ
ンターに参加してくださった方々のご苦労があっ
ての発足でした。
　京都文化会議2004の閉会の挨拶で、京都大学

が生まれたころ、小泉八雲の小品集「心」が書かれ、
夏目漱石の「こゝろ」が出版されたことを話しま
した。この漱石の「こゝろ」は英訳されてもその
題名は「Kokoro」であったということを話しまし
た。そして、京都の地で21世紀のこころを求めて
教育と研究の活動が続いていくことを願って、京
都大学でもこの貴重な議論の成果を引き継いでい
きたいと申し上げました。
　この「Kokoro Research Center」の活動を通じて、

「Kokoro」という単語が、世界の共通語となるこ
とを願っています。今後この新しい組織がますま
す充実して次の世代を担う人材を育て、「こころ
の未来」が新しい研究発表の場としてますます充
実していくことを祈っています。
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創刊号

創 刊 の こ と ば
　こころの未来研究センターは、2007年４月の設立から１年半を経た2008年11月、鴨川にかかる荒神橋のたもと

に新築された京都大学稲盛財団記念館に研究の場を移すことになりました。センターのこの新しい門出を記念し

て、定期刊行物『こころの未来』を創刊いたします。

　こころとからだ、こころときずな、こころと生き方。この３つの研究領域と、それらをつなぐ融合領域を探求の

フィールドとして、センターに集う研究者は、日々多様な研究プロジェクトに取り組んでいます。この冊子には、

その研究活動から生みだされた成果報告や研究論文、こころをめぐる研究エッセイ、対談など、さまざまな読みも

のが掲載されます。この冊子が今後末永く、こころの未来研究センターとこころに関心をもつ多くの方々とをつな

ぐメディアとして育ってゆくことを期待しつつ、創刊のことばといたします。

こころの未来研究センター長　吉川左紀子
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対談　総長カレーとⅰＰＳ細胞

吉川　2003 年から 2007 年までの５年間、
京都文化会議という公開行事が京大で行わ
れて、尾池先生は前総長の長尾真先生から
引き継いでこの会議を主催してこられまし
た。そのあたりのことから、お話を伺える
でしょうか。
尾池　これは「地球化時代のこころを求め
て」というタイトルを持った会議で、私は
４年間ですけれども、いろんな人のお話を
聞かせていただきました。この会議が終
わったら何か答えが出るかなと思ったら、
出てこない。それで永続的な研究機関をつ
くって、この精神を引き継がないといけな
いと考えました。そのアウトプットが「こ

ころの未来研究センター」になったわけです。稲盛和
夫さんに話すと賛同してくださって、研究センターが
でき、建物もでき、寄付もいただくことになりました。
　私自身、毎年、文化会議の最後のまとめで話すため
に取材をしたり勉強したりしました。その中で１つ覚
えているのは、小学生に「こころはどこにある？」と
聞いたら、「下にある」と答えたのです。４年生か５
年生になると難しい漢字が増えて、「思」「志」「意」
などが出てくる。なかなか覚えられないでいると、お
母さんや先生が「こころが下にある」と毎日のように
言うんだそうです。それで「こころは下にある」と答
えた。漢字はとても意味の豊かな文字で、4,000 年以

上の歴史がありますから、なるほど文字を見るのは大
事なことだと、その子どもの話で悟ったんです。
吉川　「地球化時代のこころを求めて」というタイト
ルはどなたの発案なのですか。
尾池　タイトルはみんなで議論して決めました。「こ
ころ」をそのまま使うことになってよかったと思って
います。私は「こころ」という言葉にこだわっていて、
いろいろ調べました。フランス語の「mon coeur」（私
のこころ）はシャンソンにありますし、『Cuore』（こ
ころ）というイタリア語の本（エドモンド・デ・アミー
チス著）が翻訳されて、カタカナで『クオレ』として
出ていました。韓国では「心」という漢字を「シム」
と読み、「心」や「心臓」を表すのですが、それとは
別に、日本語の「こころ」「気持ち」に近い「マウム」
という言葉があります。
　「Kokoro」を国際語にしたいと思いますが、それと
ともに、いろんな国の人が「こころ」をどういうふう
に表しているかという言葉の収集も、このセンターの
１つの仕事にしてほしいと思っています。

吉川　こころの未来研究センターができたすぐのころ
に、人文研の金文京先生が「『心の未来記』という文
書が室町時代にあったようですよ」と教えてください

ました。私はまだ調べていないのですが、予言の書ら
しいんです。
尾池　それはぜひ捜してください。世界中に「こころ」
という言葉を使った本がたくさんあるはずです。その
コレクションをつくったらいい。ちゃんと宣伝すれば、
いろんな人が寄贈してくれると思います。文献集とか
論文も含めて、各国語の「こころ」の本をすべて集め
る。そして、研究に来る人はそれを参考図書として利
用できるようにする。
吉川　それはいいですね。京都の六

ろく
道
どう

珍
ちん

皇
のう

寺
じ
という

お寺に、鎌倉時代か室町時代の曼荼羅図があります。
先日、センターの先生たちとそのお寺に行ってきた
のですが、ちょうどその曼荼羅図が公開されていて、
間近に見ることができました。真ん中に「心」とい
う漢字を書いた「熊野観心十界曼荼羅図」というも
ので、誕生から死まで人間の一生が春夏秋冬の季節
の移りかわりとともにとても詳細に描かれており、
中世の「こころ観」を表す図像としてとても説得力
がありました。
尾池　そんな画像も含めて、何十年かかってもいいか
ら、世界中の、見える形になった「こころ」のコレク
ションをすればいいですね。
　京都文化会議で話を聞いていると、さまざまのここ
ろが出てくる。でも、全部人のこころです。しかし、
日本人は物にもこころがあると考えてきました。草花
のこころ、大地のこころ、星のこころ……。
　ある雑誌の環境問題特集で、毛利衛さんが宇宙か
ら見た地球の話を書いていました。もし人類が滅び
てしまっても、生き物が全部死に絶えても、地球は
そのままあるに違いない。そのときのことまで考え
た環境問題論も必要ではないかと彼は言います。地
球社会の調和ある共存と言っているが、それに失敗
して人間が死に絶えたあとも地球にこころが残って
いるのか、ぐらいまでこのセンターで考えていただ
くと永続性が出てきます。

吉川　「こころの探求」というと、人文科
学的な研究をまず考えますが、先生は、理
系的なアプローチでもこころの探求は可能
だと思われますか。
尾池　思います。私が一番最初に「こころっ
てどこにある？」と聞いたのは利根川進さ
んなんです。彼は京大で私のクラスメイト
だったのですが、即座に頭を指して「ここ
や」と言いました。彼は今、脳の研究をし
ていて、それは記憶の研究から始められて
いますが、最終的にはこころの研究をした
いようです。
　こころは脳だけではなく肚

はら
にもありそう

だ、というのが、理系の究極の目指すとこ
ろだと思います。いろんな生物は頭が切ら
れても体はピクピク動いていますし、そこ
にこころがあるかもしれない。胆が座って
いるとか、腹が黒いとか、もともと丹

たん
田
でん

に
こころがあって、それがだんだん上がって

きて、今は脳にあることになっている。
吉川　「丹田にこころがある」とこう言われると、何
となくそうだなと納得できるのが（笑）不思議ですね。
尾池　私は、全身で脳を支えているんだと思うんです。
それを理由にして、「うまいものを食わせろ」といつ
も言う（笑）。「衣食足りて礼節を知る」ですね。
　だから、豊かなこころは全身で支える。しかし、お
いしいものを食べて栄養を摂ればこころが豊かになる
かというと、妙なところで不満が出てきます。ストレ
スとかね。そういうものは、大脳をメディアにしてや
り取りする中で出てくる。そのへんが今一番テーマに
なっていますが、例えば、どういうものを食べていれ
ばこころが豊かになるかとか、本当に衣食が足りれば
礼節を知るのかとか、そういうことも、このセンター
の大きなテーマだと思います。
吉川　なるほど、物質的な豊かさとこころの豊かさに
はどのような関係があるのか、と考えると、いろいろ

対談

こ こ ろ の 未 来 研 究 セ ン タ ー 設 立 に 尽 力 さ れ た 尾 池 総 長 に 、セ ン タ ー に 寄 せ る 思 い を お 聞 き し 、

セ ン タ ー の あ り 方 を 考 え ま し た 。総 長 カ レ ー 発 売 で 京 都 大 学 H P の ア ク セ ス が 倍 増 し た 話 な ど 、

興 味 深 い 話 題 が 次 々 に 展 開 さ れ ま し た 。
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吉川左紀子 尾池和夫

下に「心」のつく漢字の例

「こころ」のコレクション
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なことが見えてきそうです。

吉川　こころの未来研究センターは、名称
からいえばまさに「地球化時代のこころを
求める」センターということになるわけで
すが、こころ、というのは捉えどころが
ないものですから、焦点の合わせ方がな
かなかむずかしい。最近思いついたのは、
人間のこころを「外からの働きかけに応え
るときに生来のパワーが発揮される何か」
と見ると、少し捉えやすくなるかもしれ
ない、ということです。個の自律性とか主
体性といった見方とは真逆なんですが。受
け身の能動性、といったらいいのか……。
こころの変化や成長が何によって引き出
されるのか、こころが豊かになる環境とい
うのは、自然環境であれ社会環境であれ、
それはどんなものか、というような視点で
考えていくと、こころというもののいろい
ろな側面が具体的に見えてくるような気

がしています。
　社会と人間との関係を考えるときにも、うまくその
人のこころを動かす何かと出会える場が提供されてい
るかどうか、から考えることが大切で、それが若い人
にとっては大学であったり、そこでのさまざまな人と
の出会いであったりする、といったことがいえると思
います。
尾池　そういう場に入ることができた人はとても幸せ
ですね。それで一生懸命やると、そのお返しが向こう
からも来るし、自分も感謝してまたお返しをする。そ
れは幸せの論理で、大学はそんなふうにできたらいい
と思ってやっています。
　しかし、そううまくいかない面もある。私はそれを、

「幸せ」に対して「しわ寄せ」の論理と言っています。
一生懸命やったら先生にぼろくそに言われたりして、
恨みを持つ。すると「お返し」ではなくて「仕返し」

になる。卒業してから、あんな大学はぶっ潰せ、となっ
ていくこともある。
　どこで違ってくるのか。よくそれを本人のせいにす
る人がいて、人間ができていないからだ、恩を感じな
いほうが悪いという。だけど、必ずしもそうではない
ような気がします。私は、人間はふとしたきっかけで
どっちへ行くかわからない存在だと思っています。
吉川　本当にそうですね。私の研究テーマの 1 つは、
表情に表れる感情なのですが、特定の感情が生まれる
きっかけは何か、なぜその感情が生まれるのか、とい
うのは、非常にむずかしい問いです。あることを経験
すると、全員が怒りを感じるとか、悲しみを感じると
か、そうした共通のこころの動きがあるのではなくて、
同じ嫌なことや、つらいことを経験しても、人によっ
て、あるいは同じ人でも時と場合によって、怒りが喚
起されたり、悲しみになったりします。その人がもと
もと持っている素質や経験の違い、知識量なども影響
するでしょうが、何か、一瞬の出会いやタイミングの
ような偶然も、こころの中に生まれる感情を左右して
いるように思います。その仕組みの詳しいところはま
だよく分かっていません。
尾池　一瞬のスイッチがあるのでしょう。そのスイッ
チはかなり生理的なもので、例えば、食べ物の種類で
変わるようなものではないかと思うんです。カルシウ
ムが足りないとカッカするネズミがいる。人間もそう
いう面があって、栄養状態が悪いと、スイッチが悪い
ほうに入ることがありますね。

吉川　さきほど尾池先生から、こころの未来研究セン
ターでは草花のこころや大地のこころまで含めて考え

るように、と言われてちょっと困ったなと思ったので
すが（笑）。それでというわけではありませんが「京
都大学のこころ」について、少しお話を伺いたいと思
います。
　いま「京都大学のこころ」を象徴するものは何か、
と聞かれたら、私にとってそれは「総長カレー」なん
ですね（笑）。どうも不思議なのは、総長カレーはこ
れまでとは違う新しい京都大学の象徴のようでもある
し、京都大学 100 年の伝統の中から生まれた象徴の
ようにも思えるということなんですが、きっかけは、
尾池先生が大学生協食堂のカンフォーラで期間限定の
カレーのメニューを出すことを提案されたことでした
よね。
尾池　学生から、自分たちはなかなか直接総長に会う
機会がない。もう少し総長に親しみを感じる企画をし
たい。例えば総長がコーディネートしたメニューで飯
が食えるというのはどうか、と言われたのが始まり
だったんです。
吉川　そのカレーは私も食べましたが、おいしいと
評判になって期間を延長し、カンフォーラの定番メ
ニューになり、さらにレトルトにもなって、今では京
大名物の１つになりました。それは、i ＰＳ細胞で京
大の名前が世界的に知られるのと性質は違いますけれ
ども、本当に京大らしいなと思いました。
尾池　最初に学生が求めてきたというところに大きな
意味があります。大学では学生が求めることがきっか
けでないと物事はうまくいかないんです。いくらこち
らから仕掛けてもだめなので、私は「放し飼い方式」
と言っていますが、病気をしないようにきれいな場所
をつくって、自由奔放に走り回るニワトリを育てる。
だけど、元気がいいからいろんなことを言ってくる。
それをすぐに受け止める。総長はそういう役目だと思
います。

　ｉＰＳとカレーの違いですが、私が京都大学を紹介
するときによく使うのは、イノベーション・アンド・
トラディション（innovation and tradition）という言
葉です。イノベーションは先生たちがやる。これがｉ
ＰＳ細胞研究センター（京都大学物質－細胞統合シ
ステム拠点ｉＰＳ細胞研究センター）の話で、京大は
放っておいても優秀な人が集まってきますから、それ
も放し飼いにする。そうすると、勝手に世界一を目指
して活躍するわけです。山中伸弥さんも神戸大学を卒
業して奈良先端科学技術大学院大学遺伝子教育研究セ
ンターに行っていて、京大へ来た。すると、そこへま
たいい学生が集まってくるのです。
　一方、カレーはトラディションのほうです。ニワト
リが病気にならないような場所を守っているのが自由
の学府というトラディションです。学生が求めてきた
とき、何が一番京大の風土に合うか考える。何層もあ
るハンバーガーを売り出すと話題にはなるかもしれな
いけれど、京大という学府に合わないから、総すかん
を食らいます。

尾池　大学とまったく関係がないものを
作って売っても金儲けだと世間の人は見ま
すから、総長カレーにしてもビールにして
も、ちゃんと説明できるようにしています。
　日本人でカレーライスを初めて食べた
人って誰だか知っていますか。カレーライ
スの物語にはたいてい出てきますが、京大
の第６代総長山川健次郎なんです。アメリ
カへ留学する船の中で、何かご飯が食べた
いが、お米のメニューはカレーライスしか
ないというので、カレーライスを食ってま
ずかったと回想録に書いてある。でも、誰
もそんなことは知らないでしょう。
吉川　はい、知りませんでした。
尾池　うちの元総長が日本人で初めてカ
レーライスを食べたんだから、京大の名物
としてカレーのレトルトパックぐらい売っ
てもいいでしょう。
　発売元のＫＢＳ京都は、売り出すときに私の写真を
入れたいと言ってきたんです。絶対にだめだと言いま
した。総長が誰に代わっても総長カレーは第６代総長
山川健次郎のカレーで、私のカレーじゃない。これだ
け説明したら、だいたいの人は京大でカレーを売って
いる理由に納得してくれます。
　学生の意見を聞きながらやらないといけないと思っ
ているから、カレーもお米をいくつかとルーをいくつ
か組み合わせて 15 種類ぐらい考えて、これでフェア
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対談　総長カレーとⅰＰＳ細胞

熊野観心十界曼荼羅図（六道珍皇寺蔵）
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をやったらと提案しました。そうすると人気投票がで
きる。必要ならその上位のものを残せばいいという意
識があったので、アンケート方式を仕掛けたのです。
また、当時のカンフォーラの中島店長が料理の腕がい
いことを知っていました。あの人なら 15 種類をやれ
るということで頼んだところ、採算度外視で徹夜しな
がら試作してくれたんです。
　私は、総長はトラディションと広報の係だと思って
います。京都大学の名前を売り込むことが私の使命な
のです。研究は勝手にやってくれるけれども、カレー
は私がやらないと誰もやらない。ヤフーがインター
ネットでカレー発売のニュースを出してくれると、京
都大学のホームページのアクセスがばっと増えたんで
す。日ごろは 2.5 万ビジットですが、そのニュースの
ときはほぼ２倍になった。京大なんかまったく見たこ
ともなかった人が 5 万人見にきたのです。広報機能と
してはすごい量でしょう。
　京大生協でのレジ袋削減というニュースがヤフーで
出たら、アクセスが何万人か増えました。その次の日
がｉＰＳ細胞研究センターの設置でした。すると、そ
れに匹敵するぐらいアクセス量が増えました。レジ袋
削減の効果はすごい。３カ月後には、学生がレジ袋を
ほしいという率が１割を切りましたから。
　現場を見る、いつも意識調査をする、広報が大事、

それをセットにして私は毎日仕事をしてい
ます。その結果がときどき成功する。カレー
は成功例でしょうね。

尾池　私は専門の地震のことで自分のサイ
トにエッセイを載せていますが、総長にな
る前に、自分がエッセイで書いたとおり鳥
取で地震が起こりました（2000 年 10 月６
日の鳥取県西部地震）。フジテレビが、こ
んなエッセイがあるといって放送した途
端、ホームページのアクセスが何百と走っ
たんです。こんな世の中になったんだと
思ったものです。そこで、総長になったと
き、いろんなことはできないけれども、京
都大学のホームページのアクセス量を増や
そうと思いました。
　今は若い人はみんなヤフーを見ている。
だから、ヤフーがトップに上げるような
ニュースを出すことを心がけてきました。
カレー、ビール、エビフライ、エコバッグ、
レジ袋、一生懸命やると、ちゃんと世の中
は受け止めてくれることがわかりました。
　こころの未来研究センターも、私は名称

から「未来」を取るなということと、「こころ」を平
仮名にすることだけはしつこく言いました。
吉川　「こころの未来研究センター」という名称は、
設立準備の委員会などでは「何、それ？」という感じ
であまり褒めてもらえませんでしたが、大学以外の人
たちの評判はとてもいいですね。
尾池　看板ですから、外の人が注目してくれることが
重要ですね。
吉川　こころの未来研究センターは、ひとつひとつの
研究に対してじっくりと時間をかけて取り組む場とな
ることが大事だと私は思っています。それから、若い
人がこういうセンターができてよかったと思うセン
ターにすること。そして、ときどき、総長カレーの
ように、みんなが「えっ」と注目するような何かを
……。
尾池　それはあんまり考えないで（笑）。最初の話で
はないけれども、考え過ぎて答えが返ってこないと、
お返しではなく、仕返しになりかねない。自然体でい
ていただいたらいいと思います。
吉川　それをうかがって、安心しました（笑）。研究
センター、というとピラミッドのように、成果をひと
つひとつ積み上げていって何かをつくりあげる場所と
いうイメージがありますけれども、こころの未来研究
センターは、ピラミッドモデルではなく、里山モデル
を採用したい（笑）。さまざまな専門領域のこころの
研究者が集う里山というイメージで考えてゆくと、い
いセンターになるのではないかと思っています。
尾池　そのとおりでしょうね。
吉川　今日は貴重なお話をありがとうございました。
尾池　こ苦労様ですが、よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（2008 年６月 23 日、京都大学にて）

　京都大学こころの未来研究セン

ターは、こころについての学際的な

研究センターとして2007年４月１

日に設立された。本センターは、「こ

ころ」という目に見えない対象を正

面に据えて、そのはたらきの解明を

めざして多彩な研究プロジェクト

を推進するユニークな研究組織であ

り、さらに、その成果に基づいて、未

来に向かって生きるこころのあり方

のヴィジョンを提示することを長期

的なミッションとして掲げている。

　研究スタッフは、現在、専任教授５

名と助教４名、事務スタッフは事務

長（兼任）、専門職員、および非常勤

職員３名。京都大学では一番小さな

研究センターだが、学内学外の連携

研究員の方々の協力を得て、現在20

もの研究プロジェクトが立ち上げら

れ、それぞれ順調に進行している。

　こころの未来研究センターの設置

には、21世紀COEの「心の働きの

総合的教育研究拠点」、および京都

大学が京都府、京都市、稲盛財団な

どとともに開催した「京都文化会議：

地球化時代のこころを求めて」とい

う２つの先駆的事業が深く関わっ

ている。本センターは、この２つの

事業の成果を発展させる形で、「こ

ころ」を探求するための研究組織と

して設置された。「こころの未来」と

いう名称が認められるまでには、大

変長い議論があったのだが、尾池和

夫総長から強い後押しをいただき、

「こころに生まれる未来の時間、こ

ころが生きる未来の社会」という２

つの時のイメージを織り込んだ「こ

ころの未来研究センター」は、無事

スタートした。センターの英語名称

は、Kokoro Research Center であ

る。Kokoroが国際語として認めら

れるよう、本センターから、その名

にふさわしい研究成果を国内外に向

け発信していきたいと考えている。

　センターには「こころとからだ」

「こころときずな」「こころと生き方」

の３つの研究領域がある。センター

で実施されるプロジェクトはいずれ

も、これらの領域、あるいは複数の

領域にまたがる形で設定されてい

る。からだ、きずな、生き方という

３つのキーワードを決めるまでには

かなり時間をかけて話し合い、最終

的には、「この３つが重要だ」という

私たちの信念、直感にもとづいて決

定した。人文、社会、自然科学のい

ずれのアプローチでもかまわない、

この３つの領域とその融合領域の研

究をバランスよく進めてゆくこと

で、「こころ」というものの本質に少

しでも近づくことができるのではな

いかと考えている。

　これまでに、センターでは神経科

学、認知科学から民俗学、宗教や芸

術まで含む、幅広い専門領域の講師

を招いてすでに27回にのぼる公開

セミナーを開催してきた。2008年

度からは京都府との連携事業で公開

シンポジウム「こころの広場」も開

始している。こうした企画は、週日

の午後から夕方という時間帯に実施

されることが多いにもかかわらず、

学生や教職員だけでなく一般市民の

方々も数多く参加されており、セン

ターへの問い合わせも多い。本セン

ターで実施されるこころ研究への強

い期待を感じるとともに、今後、新

しい研究の場である稲盛財団記念館

で進められる多彩な研究プロジェク

トの成果が、本誌やインターネット

を通じて広く社会に発信されること

を願っている。　　

「総長カレー」の
レトルトパック




